
令和5年（2023年）
No.207

6
お花いっぱい、元気いっぱい



広報ながしま  2023年６月号  ｜  02

令和5年（2023年） No.207

６
諏訪前消防団長、「瑞宝双光章」受章
土砂災害に備える
サツマイモ基腐病に注意

「プラ」ごみの分別にご協力を
森林伐採のときは
狩猟には免許が必要
便利な振替口座で～水道料金の支払い方法～
低所得世帯への子育て給付金
新サービス開始～地域包括支援センターだより～
救命講習の実施～緊急時に備えて～
軽トラ市を開催します
町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
地域おこし協力隊通信
長島文芸
町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル
うぶ声・お悔やみ・お礼
お詫びと訂正
編集後記

［裏表紙］
第26回「長島子ども芸術劇場公演」

６月３日（土） 10時32分

令和5年５月３１日現在 ※（ ）は前月比

世帯 4,38７ （＋２）

（‐2）

（‐9）

（‐11）

4,970
4,721
9,691

女性

男性

人口

　指江の河川敷にたくさ
んのアジサイが咲いてい
ます。「アジサイロード」
この時期のお散歩コース
に最適です。園児のお散
歩の様子を撮影しまし
た。
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令
和
５
年
春
の
叙
勲
で
諏
訪
義
則

さ
ん
（
上
揚
）
が
「
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章
」

を
受
章
し
、
５
月
18
日
、
役
場
町
長

室
で
川
添
健
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、
５
月
10
日
に
ニ
ッ

シ
ョ
ウ
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）
で
行
わ

れ
、
松
本
剛
明
総
務
大
臣
か
ら
消
防

関
係
の
瑞
宝
双
光
章
受
章
者
88
人
の

代
表
と
し
て
諏
訪
さ
ん
に
叙
勲
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　
諏
訪
さ
ん
は
昭
和
50
年
３
月
に
旧

東
町
消
防
団
へ
入
団
。
以
来
在
籍
し

た
47
年
間
（
長
島
町
含
む
）、
消
防

団
活
動
を
通
し
て
町
の
防
災
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
の
活
動
を
振
り
返
り
諏
訪
さ

ん
は
「
正
義
を
持
っ
て
消
防
団
活
動

を
し
て
き
た
。
47
年
間
で
苦
労
も
た

く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
支
持
し
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

と
、『
内
助
の
功
』
で
こ
こ
ま
で
や
っ

て
こ
れ
た
。
代
表
し
て
受
章
で
き
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
、
本
当
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
消
防
団

は
中
途
半
端
な
覚
悟
で
は
で
き
な
い

仕
事
。
退
団
後
は
こ
の
緊
張
が
と
け

て
、
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い

る
」
と
受
章
を
喜
び
、
今
後
の
町
消

防
団
に
は
「
福
祉
関
係
に
も
力
を
注

い
で
欲
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

　
川
添
町
長
は
「
受
章
さ
れ
て
本
当

に
良
か
っ
た
。
長
年
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
」と
労
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

諏
訪
前
消
防
団
長
、「
瑞
宝
双
光
章
」
受
章

報告のため町長室を訪れた諏訪前消防団長

町消防団長時代の諏訪さん

―――――――――
諏訪さんの
消防団経歴

―――――――――
・昭和 50年３月
　旧東町消防団
　　　　　　　　　　入団
・平成 10年４月
　旧東町消防団長
　　　　　　　　　　就任
・平成 18年３月
　長島町消防団長　　
　　　　　　　　　　就任
・平成 25年４月
　（一財）
　鹿児島県消防協会会長　　　
　　　　　　　　　　就任
・令和元年６月
　（公財）
　日本消防協会副会長
　　　　　　　　　　就任
・令和４年３月
　長島町消防団　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　退団
・令和４年６月
　（公財）
　日本消防協会名誉会員
　　　　　　　　　　就任　

伝達式会場入口で撮影



　警戒レベル　警戒レベル
 町が発令 町が発令

　被害発生または切迫
　【命の危険直ちに安全確保】  緊急安全確保　

　警戒レベル
 町が発令

　災害のおそれ高い
　【危険な場所から全員避難】  避難指示

　警戒レベル
 町が発令

　災害のおそれあり
　【危険な場所から避難】  高齢者など避難

　警戒レベル
 気象庁が発表

　避難行動の確認
　【自らの避難行動を確認】

 大雨・洪水
 　　　注意２

３

４

５５

広報ながしま  2023年６月号  ｜  04

　
土
砂
災
害
に
備
え
る

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
６
月
は

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は

土
砂
災
害
に
関
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
る
と
と
も
に
、
防
災
知
識

の
普
及
や
警
戒
避
難
体
制
の
整
備

促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
被
害
の
防

止
、
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
日
本
は
、
険
し
い
山
地
や
谷
地
、

が
け
地
が
多
く
、
地
震
や
火
山
活

動
も
活
発
な
た
め
、
土
砂
災
害
が

発
生
し
や
す
い
環
境
で
す
。
台
風

や
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
や
す
く
平
均

で
毎
年
約
千
件
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
本
町
で
は
、
幸
い
に
も
大

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
災
害

が
発
生
し
や
す
い
土
地
柄
で
あ
り
、

町
内
の
２
７
０
カ
所
が
土
砂
災
害

危
険
個
所
、
２
７
１
カ
所
が
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
家
族

や
地
域
で
土
砂
災
害
の
危
険
性
や

避
難
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
マ
ッ

プ
」
を
事
前
に
確
認

●
避
難
場
所
と
避
難
の
経
路
を
事

前
に
確
認

●
防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備

（
例
）
笛
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、

ス
リ
ッ
パ
、
非
常
食
、
飲
料
水
、
な
ど

●
大
雨
に
注
意

　

１
時
間
に
20
㍉
以
上
、
ま
た
は

降
り
始
め
て
か
ら
１
０
０
㍉
の
降

水
量
に
な
っ
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
逃
げ
る
方
法
を
覚
え
る

　

土
石
流
は
速
度
が
早
い
た
め
、

土
砂
の
流
れ
る
方
向
に
対
し
て
直

角
に
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
塲
所
を
決
め
る

　
日
頃
か
ら
家
族
全
員
で
避
難
場

所
や
避
難
す
る
順
路
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

警
戒
レ
ベ
ル
４
ま
で
に

必
ず
避
難

土
砂
災
害
と
は

　
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
地
域
や
、
土
砂
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
建
物
が
破
壊
さ
れ
、

被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
範

囲
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
鹿
児
島
県
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
マ
ッ
プ
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
検
索

マップは QR コード

からも検索できます。

土
石
流

①
長
雨
や
集
中
豪
雨

な
ど
の
影
響
で
山
が

崩
れ
る
、
谷
が
削
れ
る

②
崩
れ
た
土
や
石
が
水
と
一
緒
に

下
流
へ
流
れ
出
す

③
家
や
道
路
が
壊
れ
る

が
け
崩
れ

①
大
雨
や
地
震
の
影

響
で
急
な
斜
面
が
一

気
に
崩
れ
る

②
崩
れ
た
土
砂
で
家
屋
な
ど
が
壊
れ
る

地
す
べ
り

①
ゆ
る
や
か
な
斜
面

が
家
や
田
畑
と
一
緒

に
ゆ
っ
く
り
動
く

②
道
路
や
家
の
壁
に
ひ
び
が
入
り

壊
れ
る

●
防
災
無
線
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
避
難
情

報
を
収
集

●
「
避
難
指
示
（
警
戒
レ
ベ
ル
４
）」

ま
で
に
必
ず
避
難

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
危
機
管
理
係

☎（
８
６
）１
１
１
１［
直
通
］

早
め
の
避
難

危
険
な
場
所
を
確
認

日
頃
の
備
え

予
備
知
識

災
害
発
生
の
危
険
度
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➡
➡

問
い
合
わ
せ
先

役
場
介
護
環
境
課

環
境
衛
生
係

☎（
８
６
）１
１
５
３［
直
通
］

問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
政
課
農
政
係

☎（
８
６
）１
１
３
６［
直
通
］

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
注
意

　「
プ
ラ
」
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
も
と
ぐ
さ
れ
び
ょ
う

腐
病
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
町
内
で
発
生
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
降
雨
に
よ
り
発
病
株
の
胞
子
が

拡
散
し
、
周
辺
の
株
へ
感
染
し
て

発
病
の
拡
大
を
招
き
ま
す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
拡
大
防

止
策
と
し
て
、
定
植
後
の
２
週
間

ほ
ど
で
発
生
が
確
認
さ
れ
る
た
め
、

こ
の
時
期
に
発
病
株
を
抜
き
取
り

ま
し
ょ
う
。
ほ
場
周
辺
へ
の
放
置

は
、
胞
子
拡
散
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
適
切
に
処
分
し
、
発
病

株
除
去
後
は
銅
剤
の
「
Z
ボ
ル

ド
ー
」や「
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
」

な
ど
を
散
布
し
、
感
染
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

【
薬
剤
の
種
類
】

・
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

・
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤

※
適
正
な
苗
消
毒
お
よ
び
ほ
場
の

排
水
対
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

が
薬
剤
有
効
散
布
の
条
件
で
す
。

「サツマイモ基腐病」と「薬剤防除」の基本

　
今
月
は
プ
ラ
ご
み
の
分
別
に
つ

い
て
の
お
話
し
で
す
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
】

　
商
品
の
ラ
ベ
ル
部
分
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
表
示
が
あ
り
ま
す
。

　
「
プ
ラ
」
マ
ー
ク
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
可
能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
汚
れ
た
状
態
の
も
の
や
、
容
器
・

包
装
用
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

　

汚
れ
て
い
る
場
合
は
、
き
れ
い

に
洗
っ
て
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ

が
落
ち
な
い
場
合
に
は
燃
え
る
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
実
は
「
プ
ラ
」
ご
み
】

　
あ
く
ま
き
を
作
る
際
に
使
用
さ

れ
る
あ
く
汁
。
こ
の
あ
く
汁
が
入
っ

て
い
た
容
器
、
実
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ご
み
で
は
な
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
見
た
目
で
判
断
が

難
し
い
ご
み
が
あ
り
ま
す
。

　
表
示
さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
を
見
て
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

【
収
集
ネ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
】

　
資
源
ご
み
の
収
集
ネ
ッ
ト
の
持

ち
帰
り
は
禁
止
で
す
。

　
各
公
民
館
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
配
布
し
て
い
る
資
源
ご
み
収

集
用
の
ネ
ッ
ト
は
、
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
収
集
日
に
ネ
ッ
ト
が

足
り
な
く
な
り
他
の
人
に
迷
惑
が

掛
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

定植５週から６週までの効果定植５週から６週までの効果

➡発病株の除去と発病株の除去と

周辺株の銅剤散布周辺株の銅剤散布

殺菌剤は連続使用せず銅剤と交互に散殺菌剤は連続使用せず銅剤と交互に散

布する布する

※かんしょの生育に合わせて薬液を十※かんしょの生育に合わせて薬液を十

分に茎葉へ付着させる分に茎葉へ付着させる

サツマイモの
生育状況

定植２週目～ 定植５週目頃 定植 6週目～ 台風時

発病状況
【発病株の散】

苗消毒でとりこぼ
した株の発病

【発病株の増加】
前作の土壌残さ由
来の発病が始まる

【二次感染】
二次感染による病
気の拡大

【病勢の進展】
地上部の一部が枯死

防除方法と薬剤 感染を助長する豪雨や台風などの前に殺
菌剤の予防散布を行う
※予防散布が難しい場合は降雨後速やか
に散布

　〇苗消毒

　〇銅剤
　・Z ボルドー
　・ジーファイン水和剤

　〇殺菌剤
　・アミスター 20 フロアブル
　・トリフミン水和剤

★殺菌剤の
　全面散布

プラスチックごみ プラマーク

ペットボトル
マーク
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問い合わせ先
役場耕地林務課林務係
☎（86）1159［直通］

　
森
林
伐
採
の
と
き
に
は

　
狩
猟
に
は
免
許
が
必
要

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き

は
、
３
つ
の
書
類
提
出
が
森
林
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
事
前
の
「
伐
採
造
林
届
」
②
伐
採

完
了
後
の
「
伐
採
に
係
る
森
林
の
状

況
報
告
書
」
③
造
林
完
了
後
の
「
伐

採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の
状
況
報

告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
令
和
５
年
度
か
ら
①
「
伐
採
造
林

届
」
提
出
の
際
は
、
④
「
伐
採
造
林

届
の
添
付
資
料
」
が
森
林
法
で
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

④
「
伐
採
造
林
届
の
添
付
書
類
」

・
森
林
の
位
置
や
地
域
図

・届
出
者
の
確
認
書
類（
身
分
証
の
写
し
）

・
土
地
の
証
明
書

・
隣
接
森
林
と
の
境
界
関
係
書
類

・
法
令
の
許
可
関
係
書
類

   

※
該
当
す
る
場
合
の
み

・
伐
採
の
権
原
関
係
書
類

   

※
届
出
者
が
土
地
所
有
者
で
な
い
場
合

・
伐
採
と
集
材
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク 

リ
ス
ト

・
地
元
関
係
者
と
の
協
議
書
類

提出書類 提出期限 未提出の場合

 ①「伐採造林届」
　伐採開始の
　90 日から 30 日前

　100 万円以下の罰金
　（森林法第 208 条）

 ②「伐採に係る森林の状
　　況報告書」

　伐採を完了後
　30 日以内

　30 万円以下の罰金
　（森林法第 210 条）

 ③「伐採後の造林に係る
　　森林の状況報告書」

　造林を完了後
　30 日以内

伐採の位置や区域図は実測が必要？
位置や地区が分かる書類であれば実測の必要
はありません。

土地の証明書とは？
次のいずれかの書類です。登記事項証明書、
固定資産税納税通知書の写し、土地の売買契
約書、遺産分割協議書、贈与契約書

届出者の本人確認書類とは？
住民票、運転免許証、マイナンバーカード（表）
などの写しになります。

「よくあるご質問」

　
狩
猟
を
行
う
た
め
に
は
狩
猟
免

許
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

免
許
の
種
類
は
、
使
用
す
る
猟

具
に
よ
り
、
網
猟
免
許
、
わ
な
猟

免
許
、
第
一
種
銃
猟
免
許
お
よ
び

第
二
種
銃
猟
免
許
の
４
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
猟
友
会
出
水
支
部
で

は
、
試
験
に
伴
う
狩
猟
免
許
取
得

講
習
会
の
開
催
や
受
講
料
の
一
部

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
令
和
５
年
度
狩
猟
免

許
試
験
を
実
施
し
ま
す
」
を
閲
覧

く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
北薩地域振興局農林水産部

☎ 0996（25）5509
役場耕地林務課林務係
☎（86）1159［直通］

〇
狩
猟
免
許
取
得
講
習
会

・
日
程

７
月
28
日
（
金
）

・
申
込
期
間

６
月
19
日
（
月
）
～
７
月
14
日
（
金
）

・
開
催
場
所

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

〇
狩
猟
免
許
試
験

・
日
程

７
月
30
日
（
日
）

・
申
込
期
間

６
月
19
日（
月
）～
７
月
14
日（
金
）

・
試
験
場
所

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

QR コードからも

閲覧できます↓
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便
利
な
口
座
振
替
で
～
水
道
料
金
の
支
払
い
方
法
～

獅子島地区獅子島地区

　
水
道
使
用
料
と
下
水
道
使
用
料

は
簡
単
で
便
利
な
口
座
振
替
が
お

す
す
め
で
す
。
毎
月
25
日
に
振
替

が
行
わ
れ
、
払
い
忘
れ
が
あ
り
ま

せ
ん
。

【
口
座
振
替
の
注
意
点
】

〇
種
目
（
種
別
コ
ー
ド
）

　

水
道
使
用
料
の
種
目
は
、
給
水

装
置
の
設
置
場
所
（
地
区
）
で
異

な
り
ま
す
。

　
「
12
」
が
獅
子
島
地
区
、「
16
」

が
長
島
本
島
地
区
で
す
。
口
座
振

替
を
金
融
機
関
に
依
頼
す
る
と
き

は
注
意
が
必
要
で
す
。

〇
該
当
者
は
同
時
に
手
続
き
す
る

　
集
落
排
水
処
理
区
域
の
か
た
は

下
水
道
使
用
料
の
手
続
き
も
併
せ

て
お
願
い
し
ま
す
。
種
目
（
種
別

コ
ー
ド
）
は
「
13
」
と
「
14
」
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
種
目
（
種
別
コ
ー
ド
）

・「
13
」　
農
集

※
主
な
区
域　

上
揚
、
菅
牟
田
、
山
中
、
本
町
、
西

・「
14
」　
漁
集

※
主
な
区
域　

潟
、
幣
串
、
三
船

長島本島地区

申込書

問
い
合
わ
せ
先

役
場
水
道
課
管
理
係

☎（
８
６
）１
１
１
４［
直
通
］

〇

〇

問い合わせ先
役場福祉事務所
子育て支援係

☎（86）1146［直通］

　

町
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
が

特
に
大
き
か
っ
た
子
育
て
世
帯
へ　

「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

給
付
金
」（
子
ど
も
一
人
に
つ
き

５
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

　
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
が
不
要
で
受
け
取
れ
る
世

帯
に
は
令
和
５
年
５
月
に
支
給
済

み
で
す
。

【
支
給
対
象
者
】

①
ひ
と
り
親
世
帯

・
公
的
年
金
受
給
者

　
公
的
年
金
給
付
な
ど
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
５
年
３

月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
な
い
世
帯

・
家
計
急
変
世
帯

　
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
が
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が

急
変
し
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い

る
世
帯

②
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯

　
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
18

歳
未
満
の
子
（「
障
が
い
児
に
つ
い

て
は
20
歳
未
満
」、「
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
２
月
末
に

生
ま
れ
る
新
生
児
も
対
象
」）
の
保

護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯

・
令
和
５
年
度
分
の
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯

・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家
計

が
急
変
し
、
令
和
５
年
度
分
の
住

民
税
が
非
課
税
同
様
の
事
情
に
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
世
帯

　
低
所
得
世
帯
へ
の
子
育
て
給
付
金



次の文字を並び替えて
言葉を完成させましょう。

①
く
う
う
ら
こ
べ
ん
と

②
あ
ら
い
ろ
す
ん
と

③
し
ゅ
ま
と
っ
て
ぽ

④
げ
き
ょ
ん
う
ま

⑤
う
ち
に
い
く
だ
よ

広報ながしま  2023年６月号  ｜ 08

〇
日
時

　
７
月
14
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〇
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
救
命
講
習
の
実
施
～
緊
急
時
に
備
え
て
～
　

　
新
サ
ー
ビ
ス
開
始
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～
　

　

消
防
分
遣
所
で
は
、
救
命
講
習

を
実
施
し
ま
す
。

　
急
病
人
や
交
通
事
故
な
ど
が
発

生
し
た
際
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
「
あ
な
た
」
に
よ
り
応
急
手
当

が
速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、

傷
病
者
を
救
命
で
き
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
現
場
に
居
合
わ

せ
な
が
ら
「
対
応
方
法
が
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
傷

病
者
に
適
切
な
応
急
手
当
が
な
さ

れ
ず
、
救
命
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し

て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

緊
急
時
に
備
え
て
、
応
急
手
当

に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
技
術
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

受
講
希
望
の
か
た
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
受
講
対
象

　
中
学
生
以
上
の
長
島
町
在
住
ま

た
は
本
町
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
か
た

〇
講
習
内
容

　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

〇
日
時

　
７
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

〇
場
所

　
東
分
遣
所
２
階

〇
受
講
料

　
無
料

〇
定
員

　
20
人
程
度

【
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
始
め
ま
し
た
‼
】

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
各

種
講
座
な
ど
の
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

個
別
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
受
信
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、
す
ぐ
に
返
信
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
急
ぎ

の
相
談
は
介
護
環
境
課
地
域
包
括

係
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
「
友
だ
ち
追
加
」

か
ら
ID
検
索
も
し
く
は
Q

 

R
コ
ー

ド
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

● 

ユ
ー
ザ
ー
ID

　

 

＠
８
０
８
u 

a 

t 

v 

v

● 

Q 

R
コ
ー
ド

【
シ
ニ
ア
向
け
の
お
で
か
け
マ
ッ
プ
】

　
町
で
は
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康

で
生
き
が
い
を
も
っ
て
楽
し
く
生

活
で
き
る
健
康
的
な
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
作
製
し
た
「
長
島
町
シ
ニ

ア
向
け
い
き
い
き
お
で
か
け
マ
ッ

プ
」
に
は
、
町
内
で
活
動
し
て
い

る
サ
ロ
ン
や
高
齢
者
学
級
、
生
涯

学
習
学
級
、
高
齢
者
地
域
支
え
合

い
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
地
域
で
の

絆
を
深
め
な
が
ら
生
き
が
い
を
見

つ
け
て
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。
マ
ッ
プ
は
希
望
者
へ
随

時
配
布
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

答え①こうらくべんとう②とらいあすろん③まっしゅぽてと④まんげきょう⑤にちようだいく

町消防団、受講の様子

問
い
合
わ
せ
先

役
場
介
護
環
境
課

地
域
包
括
係

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

〜
ろ
ば
カ
フ
ェ
で
ホ
ッ
と
一
息
〜

認
知
症
や
介
護
の
悩
み
な
ど
、

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
相
談
で

き
る
カ
フ
ェ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

東
分
遣
所

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

長
島
分
遣
所

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］
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５
月《
皐
月
》

１
日
（
月
）

２
日
（
火
）

７
日
（
日
）

８
日
（
月
）

９
日
（
火
）

11
日
（
木
）

15
日
（
月
）

16
日
（
火
）

17
日
（
水
）

19
日
（
金
）

22
日
（
月
）

23
日
（
火
）

24
日
（
水
）

25
日
（
木
）

26
日
（
金
）

29
日
（
月
）

30
日
（
火
）

31
日
（
水
）

令
和
５
年
度
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
（
水
俣
市
）

第
36
回
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
会
議
（
役
場
）

第
17
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
（
大
阪
府
）

鹿
児
島
県
離
島
振
興
協
議
会
臨
時
総
会
（
鹿
児
島
市
）

離
島
セ
ン
タ
ー
会
計
監
査
（
東
京
都
）

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会
、
現
地
視
察

（
沖
縄
県
）

鹿
児
島
県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

全
国
道
路
利
用
者
定
時
総
会
（
東
京
都
）

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
通
常
総
会
（
東
京
都
）

鹿
児
島
県
森
林
整
備
公
社
監
事
監
査
・
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
自
衛
隊
家
族
会
総
会
（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

石
積
品
評
会
（
町
内
）

長
島
町
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会
（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
県
水
道
協
会
理
事
会
・
通
常
総
会
・（
鹿
児
島
市
）

獅
子
島
振
興
会
総
会
（
幣
串
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

B
＆
G
財
団
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
・
県
連
絡
協
議
会
（
阿
久
根
市
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会
（
さ
つ
ま
町
）

家
族
経
営
調
印
式
（
役
場
）

鹿
児
島
県
市
町
村
共
済
組
合
・
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
農
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
（
出
水
市
）

問い合わせ先
長島町商工会

☎（86）0209
役場水産景観課商工観光係

☎（86）1137［直通］

　
軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
ま
す

　
長
島
町
商
工
会
主
催
の
第
８
回

軽
ト
ラ
市
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
員
事
業
者
な
ど
の

販
売
ブ
ー
ス
や
働
く
車
、
建
設
重

機
の
試
乗
を
実
施
。
こ
の
ほ
か
来

場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ラ
ジ
コ
ン

カ
ー
、
ミ
ニ
カ
ー
の
販
売
も
あ
り

ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

前回の軽トラ市の様子

軽トラ市
インスタグラム

〇
日
時

　
６
月
18
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

〇
場
所

　
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内



11　｜　広報ながしま  2023年６月号    広報ながしま  2023年６月号  ｜ 10

行
政
相
談
所
を
開
設

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
委
員
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
、相
談
者
へ
助
言
し
た
り
関
係

機
関
へ
の
橋
渡
し
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。　
　

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
程
・
場
所

・
６
月
30
日（
金
）

・
指
江
支
所

〇
行
政
相
談
委
員

・
下
平
隆
康
氏（
矢
堂
）

・
杉
原
幸
弘
氏（
葛
輪
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

竹
で
育
む
産
地
づ
く
り

　
県
で
は
、タ
ケ
ノ
コ
生
産
の
担
い
手
育
成

と
放
置
竹
林
を
含
め
た
生
産
性
の
低
い
竹
林

の
改
良
を
進
め
、タ
ケ
ノ
コ
や
竹
材
の
生
産

拡
大
を
図
る
た
め
、「
か
ご
し
ま
の
竹
で
育
む

産
地
づ
く
り
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。
事
業

内
容
は
団
体
向
け
と
個
人
向
け
が
あ
り
ま
す
。

①
団
体
向
け【
の
び
の
び
生
産
体
制
づ
く
り
】

　
令
和
６
年
度
に
実
施
予
定
の
タ
ケ
ノ
コ
の

生
産
お
よ
び
竹
材
生
産
林
改
良
と
管
理
路
整
備

〇
対
象

・
組
合
や
林
業
者
が
組
織
す
る
３
人
以
上
の

団
体

〇
補
助
率
・
申
込
期
限

・
３
分
の
２
以
内
・
８
月
中
旬

②
個
人
向
け【
す
く
す
く
担
い
手
づ
く
り
】

　
タ
ケ
ノ
コ
生
産
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の

養
成
講
座

〇
対
象

・
早
掘
り
タ
ケ
ノ
コ
の
生
産
に
よ
る
竹
林
経

営
を
検
討
す
る
か
た

・
タ
ケ
ノ
コ
生
産
に
利
用
さ
れ
る
竹
林
の
管

理
作
業
受
託
を
検
討
す
る
か
た

〇
募
集
定
員
・
受
講
料
・
申
込
期
限

・
20
人
・
無
料
・
７
月
21
日（
金
）必
着

〇
申
込
書

・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
電
子
申
請
の
場
合
は
次
の
Q

 

R
コ
ー
ド
か

ら
申
請
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
①
県
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
林
務
係

　
☎
０
９
９
６（
25
）５
５
０
９

　
②
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
募
集

　
町
で
は
、北
海
道
東
神
楽
町
の
児
童
ら
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
募
集
し
ま
す
。
本
町
と

東
神
楽
町
は「
花
の
ま
ち
」と
し
て
交
流
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、8
月
に
東
神

楽
町
か
ら
小
学
５
、６
年
生
の
25
人
を
招
き

「
な
が
し
ま
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。　

〇
条
件
・
受
け
入
れ
期
間

・
小
学
校
高
学
年
程
度
の
児
童
生
徒
が
い
る

家
庭（
13
家
庭
程
度
）

・
８
月
５
日（
土
）一
泊
二
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

障
が
い
者
向
け
就
職
相
談
会

　
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
就
職
や
生
活
の
相

談
、企
業
の
障
が
い
者
雇
用
相
談
な
ど
に
応

じ
る
総
合
窓
口
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、次
の
と
お
り
出
張
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〇
日
程
・
場
所

・
6
月
23
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
役
場
鷹
巣
本
所
１
階
相
談
室

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ほ
く
さ
つ
障
害
者
就
職
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６（
29
）５
０
２
２

未
然
に
防
ぐ
海
難
事
故

　
串
木
野
海
上
保
安
部
で
は
、夏
季
安
全
推

進
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
海
難
事
故
を

未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〇
重
点
ポ
イ
ン
ト

・
監
視
員
が
い
る
遊
泳
場
所
で
遊
泳
し
よ
う

・
連
絡
手
段
を
確
保
し
よ
う

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
串
木
野
海
上
保
安
部
交
通
課

　
☎
０
９
９
６（
32
）２
３
６
２　
　

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

　
海
上
保
安
庁
で
は
、「
未
来
に
残
そ
う
青
い

海
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、5
月
30
日
か
ら
6
月

30
日
ま
で
の
期
間
を「
海
洋
環
境
保
全
推
進

月
間
」と
し
て
、海
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
世
代
に
青
い
海
を
残
す
た
め
、ご
み

や
油
を
海
に
捨
て
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
海
岸
な
ど
で
ご
み
や
油
を
見
つ
け
た
際
に

は
、串
木
野
海
上
保
安
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
串
木
野
海
上
保
安
部

　
☎
０
９
９
６（
32
）２
２
０
５

陸
海
空
自
衛
官
募
集

　
防
衛
省
で
は
、自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

災
害
派
遣
で
の
活
躍
、国
際
貢
献
、航
空

機
・
艦
艇
・
潜
水
艦
で
の
勤
務
、航
空
機
・

車
両
の
整
備
な
ど
、幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
業

務
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
自
衛
官
候
補
生

・
対
象
年
齢

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

・
受
付
期
間

　
随
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
地
方
協
力
本
部
募
集
課

　
☎
０
９
９（
２
５
３
）８
９
２
０

女
性
の
悩
み
相
談　

　

県
で
は
、妊
娠(

予
期
し
な
い
妊
娠
を
含

む)

や
出
産
、子
育
て
、D

 

V
等
、思
春
期
か
ら

更
年
期
の
女
性
の
心
と
体
の
健
康
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

 

県
庁
子
ど
も
家
庭
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
７
５

子
ど
も
S

 

N

 

S
相
談
窓
口

　
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、県
内
の
中

学
生
及
び
高
校
生
な
ど
を
対
象
に
、悩
み
の

相
談
や
い
じ
め
の
目
撃
情
報
な
ど
を
、身
近

な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
相
談
・
連
絡
で
き
る
次

の
２
つ
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
匿
名

で
利
用
で
き
、秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

・
身
近
な
人
に
は
な
か
な
か
面
と
向
か
っ
て

言
え
な
い
よ
う
な
悩
み
に
つ
い
て
、チ
ャ
ッ

ト
形
式
で
相
談
で
き
ま
す
。

・
午
後
５
時
～
午
後
９
時
30
分

※
土
日
祝
日
も
受
け
付
け

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
通
報

・
い
じ
め
に
関
す
る
情
報
な
ど
、友
達
の
こ
と

で
も
自
分
の
こ
と
で
も
24
時
間
い
つ
で
も
S

 

O
 

S
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
預
か
っ

た
S

 O
 

S
は
学
校
へ
届
け
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
を
閲
覧

く
だ
さ
い
。
次
の
Q

 

R
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

〇
開
設
期
間

・
令
和
６
年
３
月
31
日（
日
）ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
５
３
２

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

　
大
学
な
ど
を
卒
業
後
、鹿
児
島
県
内
企
業

に
就
業
す
る
な
ど
、一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
に
、在
学
時
に
借
り
受
け
た
奨
学
金

の
返
還
を
支
援
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
対
象

・
県
外
在
住
の
社
会
人(

U
タ
ー
ン
希
望
者)

　
申
請
時
点
で
県
外
に
居
住
お
よ
び
就
業
し

て
い
て
、35
歳
未
満(

申
請
す
る
翌
年
度
4
月

1
日
現
在)

の
社
会
人

・
募
集
期
間

　
随
時
募
集

・
大
学
な
ど
進
学
予
定
者

　
県
内
の
高
校
に
在
学
す
る
、令
和
6
年
4

月
に
大
学
な
ど
の
進
学
予
定
者
。
書
類
の
提

出
期
限
は
、在
学
す
る
高
等
学
校
な
ど
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
募
集
期
間

　
８
月
4
日(

金)

・
大
学
等
卒
業
予
定
者

　
県
内
出
身
者
で
大
学
ま
た
は
大
学
院
に
在

学
し
、令
和
7
年
3
月
の
卒
業
予
定
者

・
募
集
期
間

　
8
月
上
旬
～
12
月
上
旬

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
育
英
財
団

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
２
４
４

　
県
教
育
庁
総
務
福
利
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
２
１
４



広報ながしま  2023年６月号  ｜ １2

4/ 25
（火）

獅子島招魂祭 式典の様子

獅子島卓球クラブの小学生ら

感謝状を受け取る大平さん（写真中央）

　４月２５日、獅子島招魂祭が七郎山招魂墓地で
執り行われ、コロナウイルス感染防止のため、式
典のみ実施されました。
　式典では、明治維新以降の国難に殉じられた
御霊に対し遺族や各種団体関係者らが玉串を捧
げました。川添町長は「私たちが現在享受してい
る平和と繁栄は、御霊の尊い犠牲のおかげ。戦
争体験が風化しないよう未来へ継承していかなけ
ればならない」と述べた後、濵畑順一遺族会会
長は「町では誰もが安心して暮らせるまちづくり
がなされ、先人たちとこの喜びを分かち合えず残

念だがこれもひとえに御霊の尊い犠牲により培
われた。これを肝に銘じ豊かな郷土を築くために
いっそうの努力をしなければならない」と慰霊の
言葉を述べ戦没者をしのびました。

　第 28 回全九州卓球選手権大会（小学生の部）
の県予選に獅子島卓球クラブから７人が出場し、
勝ち抜いた６人が 4月 26 日、川添町長に九州大
会出場の報告をしました。
　川添町長は「よりいっそう練習を頑張って、九
州大会も優勝を目指してください」と選手らを激
励しました。
　岩下眞

ま は る
大さん（獅子島小４年）は「悔いのない

よう堂々とした試合をしたい」と抱負を掲げ、杉
原沙

さ あ や
綾さん（同３年）は「監督やコーチに習った『足

を動かす』をしっかり守って試合に勝ちたい」と

九州大会への意気込みを話しました。
　九州大会は６月 23 日から25 日に宮崎市（宮
崎市総合体育館）で行われます。

戦争体験を未来へ継承

獅子島卓球クラブが九州大会出場

行政相談委員退任

４/２6
（水）

４/２７
（木）

足を動かして勝ちたい

大平洋光さんへ感謝状
　３月に行政相談委員を退任された大平洋光さ
んへ４月 27 日、感謝状が贈られました。
　大平さんは、平成 29 年から令和５年までの６
年間、行政サービスに対する住民の要望や苦情
などの相談を受け、その解決に向けた業務にボラ
ンティアとして尽力しました。
　この日は、総務省鹿児島行政監視行政相談セ
ンターの小笠原英雄所長らが役場を訪れ、大平
さんへ感謝状を手渡しました。小笠原所長は「町
民に寄り添ったご対応をいただき本当にありがと
うございました」と感謝の言葉を述べました。

　
　大平さんは「町民と行政とをつないでいく中で
苦労もあったが、一つひとつ問題が解決し、町民
から感謝されたときにはやりがいを感じた」と６
年間を振り返りながら話しました。



１3｜  広報ながしま  2023年６月号

５/１
（月）

水俣病犠牲者慰霊式 献花をする川添町長

ドライバーへアオサを配り安全運転を呼びかけ

　５月１日、エコパーク水俣親水緑地で水俣病犠
牲者慰霊式が執り行われました。
　慰霊式には、患者や被害者、遺族のほか各団
体の代表者らが出席し、町からは、川添町長と
林誠治議長が参列。黙とうして鎮魂の祈りをささ
げ、慰霊碑前の祭壇に花を手向けました。
　患者・遺族を代表し松﨑政司さんが「一人ひと
りが真剣に考え知恵を出し合い、悲劇が二度と
起こらないように努めていきます」と述べた後、
水俣市の児童生徒を代表し、袋小６年の塚田暁
斗さんが「水俣病の正しい知識を身につけ、水俣

の良さを未来に伝えていきたい。水俣病を教訓と
して環境モデル都市に生まれ変わった水俣を誇り
に思っています」と祈りの言葉を述べました。

　５月１１日から20 日までの10 日間、令和５年
春の交通安全運動が行われました。
　初日の１１日は、阿久根警察署の職員や阿久根
地区交通安全協会会員、阿久根地区安全運転管
理者協議会会員らが、交通事故防止を図ろうと、
千人街頭立哨を実施しました。
　今回のスローガンは「横断はしっかりよく見て
たしかめて」子供をはじめとする歩行者の安全の
確保、横断歩行者事故などの防止と安全運転意
識の向上、自転車ヘルメット着用と交通ルール遵
守の徹底を同運動の重点としています。
　街頭立哨には約 60人が参加。歩行者と運転ド
ライバーへ交通安全を呼び掛けました。

　

　同日、事故の未然防止を図ろうと、赤崎橋パー
キングパークで恒例の交通安全キャンペーン「ア
オサ作戦」を実施しました。
　キャンペーンには、同協会役員のほか東町漁協
の職員も参加し、乾燥アオサを配りながら、ドラ
イバーに安全運転を呼び掛けました。
　浜健男会長は「今年は事故が増加傾向にあるの
で、キャンペーンを期に事故が無くなるようにみ
んなで気を付けてほしい」と話しました。

悲劇を繰り返さない

交通安全のぼり旗をかざし立哨

５/１１
（木）

「千人街頭立哨」と「アオサ作戦」
町の交通安全



広報ながしま  2023年６月号  ｜ 14

５/２６
（金）

鷹巣中学校職場体験学習

　５月 26 日、鷹 巣中学 校（ 瀬 戸口浩司 校 長・
105 人）で職場体験学習がありました。
　働くことの意義や職業に対する意識を高め、職
業選択や身近な人の仕事への理解を養うことを
目的に、３年生 36 人が参加しました。
　この日は鹿児島県建設業青年部会出水支部の
協力により生徒らは、現在施工中の多目的広場（山
中）で重機の試乗や同校校庭で測量を体験。堀之
内裕一支部長は「この体験をきっかけに建設業の
魅力を感じて未来の担い手になってほしい」と話

しました。
　クレーン操作で大きなブロックを移動する体験
をした木原心

こ こ な
菜さんは「重機を扱うのは初めて。

操作は簡単に覚えることができたが、思い通りに
ブロックが動かず苦戦した」と仕事の難しさを話
しました。

「働く」を学ぼう
作業員と一緒に重機を運転

測量体験の様子

操作説明に耳を傾ける生徒

自治公民館対抗ゲートボール大会５/２４
（水） 三船チームが初優勝

　５月 22 日から 24 日、第 18 回自治公民館対
抗ゲートボール大会が町総合交流ターミナル施設
で開催され、三船自治公民館チームが初優勝し
ました。
　同大会は町民の健康増進と健全な自治公民館
づくりを目的に開催しています。
　今回は 25 チームが参加し熱戦が繰り広げられ
る中、予選の上位２チームが決勝トーナメントへ
進出。決勝戦では、１打ごとに形勢が入れ替わる
展開に会場は熱気に包まれました。
　順位は以下のとおりです。
優勝　　三船自治公民館
準優勝　川床上自治公民館
第３位   浦底 A 自治公民館
第３位　母良木自治公民館

優勝した三船自治公民館
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長
島
町
の
魅
力
を
発
信

　
５
月
14
日
、
協
力
隊
の
新
見
春
奈

さ
ん
が
高
円
寺
＆
t

 

e

 

n

 

n

 

a
（
東

京
都
）
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
こ

と
ば
の
縁
日
」
で
長
島
町
の
魅
力
を

発
信
。
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
や
町
事
業
者
か
ら
提

供
い
た
だ
い
た
赤
土
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
無

料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
約
１
０
０
人
。
長
島
町

の
位
置
や
交
通
事
情
な
ど
多
く
の
質

問
に
方
言
を
交
え
な
が
ら
答
え
ま
し
た
。

　
新
見
さ
ん
は
「
来
場
者
か
ら
後
日

S

 

N

 

S
を
通
じ
て
『
長
島
町
に
つ
い

て
調
べ
ま
し
た
』
な
ど
の
連
絡
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
魅
力
発
信
の
実
感

を
得
ら
れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

家族経営協定調印式５/２９
（月） 家族で力を合わせて

　５月 29 日、農業の経営方針や役割分担などを
家族間の話し合いに基づき取り決める家族経営
協定調印式に、楠元雄大さん（伊唐）家族が出席
しました。
　楠元ファミリーの経営特徴はバレイショや甘

かんしょ
藷

を中心とした露地栽培に加えてゴーヤの作付けに
挑戦します。
　雄大さんは「農業を通じて町を盛り上げたい。
既存の農業にとらわれず新しい作物にも着手し、
子どもに誇れる経営者になりたい」と決意表明。
妻の美幸さんは「育児と農業を両立し、夫を支え
たい」と話しました。
　飯田満穗農業委員会会長は「二人で力を合わせ
て町の就農者のリーダーになっていただきたい」
と激励の言葉を贈りました。

調印式に出席した雄大さん・美幸さん夫婦（中央）
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やさしさを忘れぬうちに こんなこいるかな

著：川口 俊和 著：有賀 忍

未来に向かって歩み出すために、
過去に戻る４人の勇気の物語。

きみがいるからおもしろい。
わ す れ ん ぼ う も、 く い し ん ぼ う
もみんな違って、みんないい！

眠
剤
に
頼
ら
ず
寝い

ぬ
る
と
自
ら
に
強
ひ
て
雨
音
聞
き
つ
つ
ゐ
た
り

眠
気
未
だ
残
れ
る
吾
を
驚
か
す
電
柱
に
来
て
啼
く
明
け
鴉

デ
イ
ケ
ア
の
車
窓
に
見
へ
て
潟
浜
の
波
穏
や
か
に
朝
日
に
光
る

庭
の
草
取
り
終
へ
ひ
と
日
穏
や
か
に
過
ぎ
し
を
偲
び
心
安
ら
ぐ

遠
近
に
鯉
の
ぼ
り
増
へ
て
泳
ぎ
初
む
静
け
き
漁
村
わ
が
集
落
は

古
び
た
る
湯
屋
を
覆
ひ
て
青
葉
山
河
鹿
の
啼
く
声
赤
子
の
ご
と
し

四
月
か
な
転
勤
辞
令
は
美
濃
の
国

春
の
蝉
肥
後
も
つ
こ
す
の
父
は
亡
き

島
山
の
春
蝉
を
聞
く
一ひ

と
と
こ
ろ

野
生
馬
の
長
き
鬣

た
て
が
み

涅ね
は
ん槃

西に

し風

煩
悩
は
乾
く
間
も
無
く
涅
槃
西
風

二
百
余
の
特
攻
碑
銘
花
の
雲

花
好
き
の
母
の
面
影
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
門
出
の
一
歩
入
学
す

湯
の
釜
に
南
無
の
六
字
や
涅
槃
西
風

潮
干
狩
り
終
に
ズ
ボ
ン
の
尻
濡
ら
し

ひ
と
り
居
の
香
り
満
つ
窓
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

淵
脇 　

護

関 

佳
代
美

二
階
堂
妙
子

迫
口 

君
代

関 

喜
久
雄

白
男
川
孝
仁

大
堂
早
苗

山
嵜
加
代
子

二
階
堂
惠
子

大
堂 
正
弘

坂
口 

靜
子

小
林 　

貢

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木 

良
平

宗
方 

正
喜

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

浜
田
美
代
子

松
元
睦
子

岩
下
ち
江

米
尾
和
子

や
れ
逃
げ
ろ
大
統
領
国
を
去
る
積
年
恨
み
民
立
ち
上
が
る

大
は
し
ゃ
ぎ
き
そ
い
て
並
ぶ
潮
干
狩
り
い
つ
の
間
に
か
孫
た
ち
離
れ

紫
陽
花
の
色
と
り
ど
り
の
花
手
水
そ
っ
と
手
を
入
れ
掬
う
楽
し
さ

生
て
居
て
勉
強
何
だ
分
か
ら
な
い
何
に
も
分
か
ら
ず
此
之
世
去
る
の
か

人
馴
れ
の
緋
鯉
あ
つ
ま
り
口
開
け
る
ほ
ろ
酔
い
我
は
池
に
傾
く

月
重
な
り
レ
モ
ン
二
切
に
似
て
［
俳
句
］

町立 指江図書館　☎ 0996-88-5651 町立 鷹巣図書館　☎ 0996-86-1121
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♦
訂
正
と
お
詫
び
♦

　
「
広
報
な
が
し
ま
」
５

月
号
17
ペ
ー
ジ
「
多
大
な

功
績
に
感
謝
」
の
記
事
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
波
戸
芙
美
子
さ
ん

（
正
）
波
戸
芙
三
子
さ
ん

　

同
号
21
ペ
ー
ジ「
お
礼
」

の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

（
誤
）
大
堂
和
明　

様

（
正
）
大
堂
一
明　

様

　

同
号
お
知
ら
せ
カ
レ

ン
ダ
ー
平
尾
診
療
所
電
話

番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

（
誤
）（
88
）
０
２
９
５

（
正
）（
88
）
２
５
９
５

　
訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

▽
先
日
、
人
生
初
の
整
骨
院
へ

行
き
ま
し
た
。
姿
勢
が
悪
い
の

は
自
覚
し
て
い
ま
し
た
が
、
施

術
前
の
診
断
で
先
生
が
私
を
見

る
な
り
「
大
西
さ
ん
、
凄
く
姿

勢
が
悪
い
で
す
ね
」
と
ひ
と
言
。

腰
か
ら
首
に
か
け
て
骨
を
バ
キ

バ
キ
と
鳴
ら
し
て
矯
正
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
上
司
も
同
じ
整

骨
院
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
先

生
曰
く
、
上
司
の
背
中
は
、「
ひ

と
の
2.5
倍
固
く
亀
の
甲
羅
の
よ

う
」
だ
そ
う
で
す
。

▽
６
月
号
の
表
紙
に
ホ
タ
ル
を

撮
ろ
う
と
、
近
所
の
川
へ
行
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル

が
飛
び
交
い
幻
想
的
な
風
景
で

す
。
皆
さ
ん
に
こ
の
感
動
を
お

届
け
で
き
ず
、
悔
し
い
で
す
。
ホ

タ
ル
を
き
れ
い
に
撮
影
で
き
る

カ
メ
ラ
マ
ン
っ
て
素
敵
で
す
ね
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ま
ぶ
し
い
笑

顔
が
撮
れ
た
の
で
予
定
変
更
し

て
良
か
っ
た
の
か
も
。

　
大
西
洋
介



６月号
［No.207］

令和５年

2023年６月８日木曜日 発行
（毎月第２金曜日発行）

開催場所・日時

・獅子島アイランドセンター
　7 月３日（月）午後６時 30 分から

・開発総合センター（鷹巣）
　７月４日（火）午後６時 30 分から

・長島町文化ホール（指江）　　　　　　　 
　７月５日（水）午前 10 時 30 分から

第 26回「長島町子ども芸術劇場公演」

〇上演時間　
　各会場　45 分
〇入場料
　前売り券　500 円
　当日券　　700 円
〇問い合わせ先
　長島町教育委員会
　社会教育課文化係
　☎（88）6500「直通」
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